
4月11日（土）　2026年度春季リーグ戦第２節１回戦

【試合結果】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

阪公大 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

阪南大 0 0 1 0 0 0 0 1 X 2

【打者成績】 【打者成績】
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1 中 根来 4 4 2 0 1 右 澤田哉 2 2 1 0

2 遊 林 3 4 2 0 2 左 澤田大 2 4 1 1

3 指 前田 4 4 1 0 3 一 中村 2 3 1 0

4 一 菱田 3 3 1 1 4 指 大倉天 4 4 0 0

5 二 田中大 3 4 0 0 5 中 裏野 4 4 0 0

6 三 越智 2 4 1 0 6 捕 中濱 4 3 2 0

7 右 野田 3 3 2 0 7 三 由谷 4 2 0 0

8 捕 小田 3 4 0 0 打 奥 3 1 0 0

9 左 川上 2 4 0 0 三 鈴木 2 0 0 0

投 吉岡 4 – – – 8 遊 髙橋 3 2 0 0

川田 4 － － － 打 山西 1 1 0 0

三振 四死球(故) 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点 遊 榮 3 0 0 0

4 ４(１) 1 1 1 34 9 1 9 二 川西 3 3 2 0

走二 二宮 3 0 0 0

投 元木 3 – – –

松下 2 － － －

三振 四死球 犠打・犠飛 併殺打 盗塁 打数 安打数 打点

3 3 0 1 2 29 7 1
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【投手成績】
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吉岡 7 1/3 90 28 26 7 2 2 2 1 元木 8 144 36 31 9 4 4(1) 1 1

川田 2/3 21 4 3 0 1 1 0 0 松下 1 13 3 3 0 0 0 0 0

合計 8 111 32 29 7 3 3 2 1 合計 9 157 39 34 9 4 4(1) 1 1

【選評】

悔しくも第１節で逃した勝ち点を、第２節では必ずや掴み取るべく、着実に勝利を積み重ねようとチーム一丸となって挑みました。

初回、先頭の根来（経４・府立生野）が二塁打で出塁すると、続いて林（工３・大阪明星）も安打を放ち、無死一二塁のチャンスを作ります。しかし、三振、併殺打と後続が打ち取られ、先制点には繋がりません。

本日の先発は吉岡（法４・大阪明星）。先頭打者に四球を与えると、盗塁により二塁へ進まれます。続く打者の安打で、二塁走者は本塁を狙いますが、根来の好返球により本塁で刺し、初回を無失点に抑えます。

２回表、越智（経２・乙訓）が安打を放つと、続く野田（現３・須磨学園）は死球により出塁しますが、後が続かず、無得点に終わります。

３回には前田（現４・須磨学園）、４回には野田が二死から安打を放ち、粘り強い攻撃を試みますが、後が続きません。

３回裏、先頭打者に安打を許した後、一死二塁の場面で、適時打を放たれ１点を先制されます。しかし、キャッチャー小田（医３・一条）の盗塁刺もあり、後続を抑え、最少失点で切り抜けます。

５回表、まずは根来が四球を選ぶと、林は内野安打で続きます。ここで根来が三盗を決め、一三塁とすると、４番菱田（農３・関西大倉）の適時打で根来が生還。１点を返し、試合を振り出しに戻します。また、林の好走により、な

おも続く二死一三塁のチャンスですが、追加点とはなりません。

４・５回と、吉岡は三者凡退に抑え、相手打線に流れを譲りません。

６回裏、内野安打による出塁を許しますが、根来の好守により、続く打者をセンターライナーに打ち取ると、一塁走者を走塁死とし、二死を奪います。相手打線に付け入る隙を与えません。

７回表、根来の安打、林の犠打で二死二塁とすると、前田が申告故意四球、菱田は四球を選び、二死満塁とするも、あと一本が出ません。

８回裏には、安打と四球を許し一死一二塁のピンチを背負うと、吉岡は川田（理４・奈良県立郡山）にマウンドを託します。川田は、二死とするも四球を与え、満塁のピンチが続きます。次打者を空振り三振に仕留めますが、捕逸に

より振り逃げで打者が出塁し、三塁走者は生還。勝ち越しを許します。

もう後がない最終回の攻撃、なんとしてでも得点を掴み取ろうと臨みますが、三者凡退で試合終了。１－２で敗戦いたしました。


